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出典（朝日小学生新聞）2023.5.23

被
ひ

爆
ばく

地
ち

・広
ひろ

島
しま

でのサミット　思
おも

いさまざま

　主
しゅ

要
よう

7 か国
こく

（Ｇ
ジー

7
セブン

）首
しゅ

脳
のう

とウクライナのゼレンスキー大
だい

統
とう

領
りょう

たちが被
ひ

爆
ばく

地
ち

・広
ひろ

島
しま

に集
あつ

まったサミットが終
お

わりました。この
サミットをめぐる各

かっ

国
こく

の動
うご

きや、人
ひと

々
びと

の声
こえ

をまとめます。

　　　　議
ぎ

長
ちょう

国
こく

・日本の岸
きし

田
だ

文
ふみ

雄
お

首
しゅしょう

相

　「核
かく

なき世
せ

界
かい

」への決
けつ

意
い

を強
きょう

調
ちょう

　Ｇ
ジー

7
セブン

サミットが終
お

わった21日、議
ぎ

長
ちょう

国
こく

として広
ひろ

島
しま

市
し

の平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

公
こう

園
えん

で記
き

者
しゃ

会
かい

見
けん

し「世
せ

界
かい

のリーダーたちに被
ひ

爆
ばく

の実
じっ

相
そう

（実
じっ

際
さい

の様
よう

子
す

）にふれていただき、むねにきざむ時
とき

を共
きょう

有
ゆう

した」と
ふり返

かえ

りました。「首
しゅ

脳
のう

の責
せき

任
にん

は二つある」として「国
こく

民
みん

の安
あん

全
ぜん

を守
まも

りぬく」ことと「核
かく

兵
へい

器
き

のない世
せ

界
かい

という理
り

想
そう

を見
み

失
うしな

うこと
なく、それを追

お

い求
もと

め続
つづ

ける」ことだと発
はつ

言
げん

。19日に発
はっ

表
ぴょう

した
文
ぶん

書
しょ

「広
ひろ

島
しま

ビジョン」は、核
かく

兵
へい

器
き

のない世
せ

界
かい

の実
じつ

現
げん

に向
む

けたＧ
ジー

7
セブン

首
しゅ

脳
のう

の決
けつ

意
い

や行
こう

動
どう

を示
しめ

す、歴
れき

史
し

的
てき

なものになったと強
きょう

調
ちょう

し
ました。

　　　　アメリカのバイデン大
だいとうりょう

統領

　Ｆ
エフ

16 戦
せん

闘
とう

機
き

の提
てい

供
きょう

を認
みと

める

　21日に記
き

者
しゃ

会
かい

見
けん

し、19日に訪
おとず

れた平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

資
し

料
りょう

館
かん

は「核
かく

戦
せん

争
そう

がもたらした破
は

壊
かい

的
てき

な現
げん

実
じつ

を力
ちから

強
づよ

く思
おも

い出
だ

させるものだっ
た」と話

はな

しました。現
げん

職
しょく

のアメリカ大
だい

統
とう

領
りょう

の訪
ほう

問
もん

は 2016 年の
オバマ大

だい

統
とう

領
りょう

（当
とう

時
じ

）に続
つづ

き、2人目
め

です。会
かい

見
けん

では、核
かく

兵
へい

器
き

をなくす具
ぐ

体
たい

的
てき

な方
ほう

法
ほう

については述
の

べませんでした。
　また、21日にウクライナのゼレンスキー大

だい

統
とう

領
りょう

と個
こ

別
べつ

に会
あ

い、
他
ほか

の同
どう

盟
めい

国
こく

からウクライナへのアメリカ製
せい

のＦ
エフ

16 戦
せん

闘
とう

機
き

の提
てい

供
きょう

を認
みと

め、訓
くん

練
れん

を支
し

援
えん

すると伝
つた

えました。

記者会見する岸田文雄首相＝どれも 21日、広島市
どれもⒸ朝日新聞社

G7首脳会議を終え、記者会見するアメリカのバイデン大統領
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　　　　ウクライナのゼレンスキー大
だいとうりょう

統領

　インドの首
しゅ

相
しょう

とも会
かい

談
だん

　オンラインの予
よ

定
てい

が、突
とつ

然
ぜん

、広
ひろ

島
しま

を訪
ほう

問
もん

。21日までに欧
おう

州
しゅう

連
れん

合
ごう

（Ｅ
イー

Ｕ
ユー

）をふくめたＧ
ジー

7
セブン

の全
すべ

ての国
くに

のほか、インド、イン
ドネシアの首

しゅ

脳
のう

と 2国
こく

間
かん

会
かい

談
だん

をしました。ロシアとウクライナに
中
ちゅう

立
りつ

の立
たち

場
ば

をとるインドのモディ首
しゅ

相
しょう

と会
かい

談
だん

後
ご

、ツイッターに
「平

へい

和
わ

のフォーミュラ」（ウクライナが提
てい

案
あん

した、争
あらそ

いを終
お

わらせ
るための計

けい

画
かく

）に「インドも加
くわ

わるよう招
しょう

待
たい

した」と投
とう

稿
こう

。
　21日には平

へい

和
わ

記
き

念
ねん

資
し

料
りょう

館
かん

を訪
おとず

れ、「広
ひろ

島
しま

のように、ウクライ
ナも町

まち

が再
さい

建
けん

することを夢
ゆめ

見
み

ている」と話
はな

しました。

　　　　　　　　　 中
ちゅうごく

国とロシアはＧ
ジー

7
セブン

の声
せい

明
めい

に反
はん

発
ぱつ

　中
ちゅう

国
ごく

は 18 日と 19 日、カザフスタンやキルギスなど中
ちゅう

央
おう

ア
ジアの 5か国

こく

との首
しゅ

脳
のう

会
かい

議
ぎ

を開
ひら

き、Ｇ
ジー

7
セブン

サミットに対
たい

抗
こう

して
地
ち

域
いき

の連
れん

携
けい

を強
つよ

めることにしました。中
ちゅう

国
ごく

の習
シー

近
チン

平
ピン

国
こっ

家
か

主
しゅ

席
せき

は、
アメリカを念

ねん

頭
とう

に「外
がい

部
ぶ

勢
せい

力
りょく

が地
ち

域
いき

の政
せい

治
じ

に干
かん

渉
しょう

することは、
しっかり反

はん

対
たい

しなければならない」と強
きょう

調
ちょう

しました。
　Ｇ

ジー

7
セブン

サミットは、台
たい

湾
わん

をめぐる中
ちゅう

国
ごく

の動
うご

きにふれたほか、
ウクライナ侵

しん

攻
こう

を続
つづ

けるロシアに対
たい

する心
しん

配
ぱい

も示
しめ

されました。
　これを受

う

け、中
ちゅう

国
ごく

の外
がい

務
む

省
しょう

は「Ｇ
ジー

7
セブン

は対
たい

立
りつ

をあおることを
やめ、日本は対

たい

中
ちゅう

認
にん

識
しき

を改
あらた

めるべきだ」などと激
はげ

しく反
はん

発
ぱつ

。
ロシアの外

がい

務
む

省
しょう

は、「ロシアや、中
ちゅう

国
ごく

に反
はん

対
たい

するふゆかいな一
いち

連
れん

の声
せい

明
めい

」が発
はっ

表
ぴょう

されたと批
ひ

判
はん

しました。

被
ひ

爆
ばく

者
しゃ

のサーローさん

　「これだけしか…」首
しゅ

脳
のう

声
せい

明
めい

に怒
いか

り

　被
ひ

爆
ばく

者
しゃ

のサーロー節
せつ

子
こ

さん（91 歳
さい

）は、20日に発
はっ

表
ぴょう

された
Ｇ
ジー

7
セブン

首
しゅ

脳
のう

声
せい

明
めい

に失
しつ

望
ぼう

したといいます。サーローさんは13歳
さい

の
とき、広

ひろ

島
しま

市
し

で被
ひ

爆
ばく

。おいは4歳
さい

で被
ひ

爆
ばく

のため亡
な

くなりました。
　平

へい

和
わ

記
き

念
ねん

資
し

料
りょう

館
かん

を見
けん

学
がく

したＧ
ジー

7
セブン

の首
しゅ

脳
のう

が何
なに

を感
かん

じたかや、
核
かく

兵
へい

器
き

の使
し

用
よう

や保
ほ

有
ゆう

などを法
ほう

的
てき

に禁
きん

じる国
こく

際
さい

条
じょう

約
やく

「核
かく

兵
へい

器
き

禁
きん

止
し

条
じょう

約
やく

」についても、首
しゅ

脳
のう

声
せい

明
めい

ではふれられませんでした。
　サーローさんは「広

ひろ

島
しま

まで来
き

てこれだけしか書
か

けないかと思
おも

うと、胸
むね

がつぶれそうな思
おも

い。死
し

者
しゃ

に対
たい

して侮
ぶ

辱
じょく

だ」と話
はな

しま
した。

取材に応じるサーロー節子さん（右）

インドのモディ首相と話すウクライナのゼレンスキー大統領（右）
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［知識］

G7(Group7)

［読解］

問 2.　バイデン大統領は、平和記念資料館を訪問した後、何と発言しましたか ?

問 1.　岸田首相の言う、首脳の責任とは何ですか ?

問 3.　中国が中央アジアの首脳とこのタイミングで会議を開いたのはなぜだと思われますか ?

［思考］
G7は元々、首脳間のコミュニケーションを通して、不測の事態を防ぐために始まりました。
しかし今回のG7では、いわば、同盟国の絆を確認する会議になったとも言えます。
G7にロシアの首脳を招くことで話し合えることもあったかもしれません。
あなたは、ロシアを招かなかったことに賛成ですか ?反対ですか ?600 字 4段落でまとめましょう。

被
ひ

爆
ばく

地
ち

・広
ひろ

島
しま

でのサミット　思
おも

いさまざま

問 4.　被爆者のサーロー節子さんはなぜ、首脳声明に失望したのでしょうか ?
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